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ビジョン＆コンセプト（1/8）前橋市「スーパーシティ構想」概要版

2016 2021

Where good things grow.

わたしたちは、この地の芽吹きのために、

未来に希望の森を見るために、厳しくも優しい風になろう。

慈しみの雨になろう。

そして、なによりも熱い太陽になろう。

SUPER CITY

SLOW CITY

スーパーシティは丸ごと未来都市を目指すものである。

だが、前橋の描く未来都市は、

全てがデジタル化されたSF映画のような

近未来都市ではない。

デジタル最先端技術と規制緩和の恩恵を受けることで、

これまでの生活の中で障壁になっていたことが改善され、

時間とこころのゆとりを生む。

その誰一人取り残さないゆとりの中で、多様な人が、

つながりながら、一生学び、育ち、新たな価値がめぶく。

これが、前橋版スーパーシティ。

これが、前橋めぶくグラウンド構想。

まちやひとが幸せになるための新たな価値の創造。

官民共創で生まれた、前橋まちづくりビジョン

「めぶく。」を軸に、最先端都市を実装する。

進化した、前橋スーパーシティコンセプト

めぶく。
Where good things grow.

その芽は、まだ小さい。

風に吹かれ、雨を待ち、太陽の熱さにその身をあずける。

そしていつか、枝をつけ、葉を繁らせ、

強く太い幹となる日を夢見ている。

人は芽だ。この地は芽だ。そしてつながりは芽だ。

いまは幼い芽だけれど、未来の大樹を隠し持つ芽だ。

Where good things grow.

この地ではじまる、芽ぐみ。

ここから、よきものが伸びてゆく。

いくつもの芽が育ち、やがては大きな森をつくっていくだろう。

Where good things grow.

きっと、芽吹く。

前橋の大地の下にはたくさんの種が、そのときを待っている。

×

第七回おうちめいじゅ　資料
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テーマ（2/8）前橋市スーパーシティ テーマ

ネイチャー＆カルチャーゾーン

誰一人取り残さない
オンライン投票

誰もが負荷なく
医療・福祉に
アクセスできる

スマートシティゾーン

前橋市街地エリア
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Co-Creation
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Discovery

Clean 
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Diversity
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ウェルネスパークゾーン

先端医療・PHRによる
健康リスクの低減

パーソナライズされた
交通の提供

クリーンエネルギーと
グリーン都市による
カーボンゼロ

オンライン行政手続・
顔認証決済で
ゆとりのある生活

アート・音楽により
めぶき場を創る

温泉tech・食tech・
運動techによる
健康増進

どんな時でもつながる
安全・安心の確保

めぶく

めぶき場を活用した
パーソナライズされた学育

新たな小中高大
一貫型学校における
未来人材育成 まえばしIDを

活用した
グローバル連携学育

赤城山・大沼大自然エリア

敷島公園エリア

前橋スーパーシティテーマ

前橋めぶくグラウンド構想
一生学び、育ち、新たな価値がめぶく街

前橋スーパーシティコンセプト

SUPER CITY × SLOW CITY
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全体像（3/8）前橋めぶくグラウンド構想

人
が
学
び
育
つ

人
の
心
が
豊
か
に

人
の
体
が
軽
や
か
に
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アプローチ
（先端的サービス）
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テーマ

信頼と柔軟な経営を実現する
官民参画運営・推進主体

「株式会社前橋めぶくグラウンド」

官民一体で中長期的な
投資を可能にする

新しいファイナンススキーム

民間による自発的な活動：
（太陽の会／GIA・GIS・GPA／

MDC ／MMA ）

市内の各種団体の関与：
産業界等や医師会等の

市内の各種団体の積極的な関与

人
が
つ
な
が
る

時間と空間を

越えて私たちの想いは

つながる

学育のまち前橋で

私たちの可能性は

無限に拓く

健やかな体、

軽やかな体は

私たちに喜びをくれる

このまちに

生きていると

私の心が豊かになる

前
橋
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ぶ
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想
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ID

：

：

基盤
デジタルインフラ：
「データ連携基盤」と

「まえばしmobile(通信網)」

取組実績：
本申請に先立ち既に実施しているス
マートシティ関連の豊富な取組実績

セキュリティ：
個人情報に適切に配慮した
プライバシー対策の実施

スーパーシティへの取組意欲：
スーパーシティ準備検討会／

159社の事業者公募

つ
な
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り
な
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ら
、
一
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た
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が
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街
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実
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「誰一人取り残さない」ための「先端的」で「パーソナライズされた」まちづくりに必要な”広範かつ大胆な規制緩和”

めぶきを生み出す

めぶきを生み出す

めぶきを生み出す

誰一人取り残
さないオンライン

投票

どんな時でも
つながる安全・
安心の確保

パーソナライズ
された交通の提供

誰もが負荷なく
医療・福祉に
アクセスできる

温泉tech・
食tech・

運動techによる
健康増進

先端医療・PHR
による健康リスクの

低減

アート・音楽により
めぶき場を創る

クリーン
エネルギーと
グリーン都市に
よるカーボンゼロ

オンライン
行政手続・
顔認証決済で
ゆとりのある
生活

「めぶき場」を
活用した

パーソナライズ
された学育

まえばしIDを
活用した
グローバル
連携学育

新たな小中高大
一貫型学校
における未来
人材育成

ID

（「学習指導要領に捉われない教育」・「オンライン投票(選挙)の実現」・「市による低価格で安全な通信ネットワーク網整備」・「100を超える本人確認関連規制の一斉緩和」）



サービスの概要実現したい姿【凡例】
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11

12

バーチャル×リアルで街じゅうが
全ての市民の学びの場になる

学育空間の実現

• めぶくｱﾌﾟﾘ・めぶき場を活用した才能の
見える化、理解度に応じた学びの提供

• まえばしIDを活用した個別最適化
コンテンツのオンライン提供

• 秘密分散・秘密計算による情報管理

「めぶき場」を活用したパーソナライズされた学育1

まえばしIDを活用したグローバル連携学育

海外日本人学校との
グローバル連携学育及び

外国籍のこどもの学育の充実

誰一人取り残さないオンライン投票

いつでも・どこにいても
自分の意思を市政に反映させられる

社会の実現

どんな時でもつながる安全・安心の確保

平時・緊急時・災害時における
市民の安全・安心の確保

パーソナライズされた交通の提供

交通弱者をうまない、持続可能、
かつ環境負荷の少ないパーソナライズ

された交通手段の提供

• オンラインでの海外交流の促進
• 日本人学校の生徒への高等教育の提供
• まえばしIDを活用した多文化共生
プログラムの提供
及びパキスタン等海外IT人材の活用

新たな小中高大一貫型学校における未来人材育成

個人の意欲や関心に応じて個別
最適化されたプログラムを提供する
新たな小中高大一貫型教育による

未来人材の育成

• 公立民間運営の先進的なカリキュラムを
提供する小中高大一貫校の設立

• STEAM教育の提供

温泉tech・食tech・運動techによる健康増進

• ウェアラブル端末によるストレス計量化
• 写真による食事データ記録・分析
• 温泉等による健康増進

温泉・食・スポーツ等を
DXした市民の健康増進

先端医療・PHRによる健康リスクの低減

• 認知症予防に関連する早期発見法の提供
• 遠隔診療サービス
• ゲノム解析による薬剤リスクの軽減
• シート型体温偏移計「ハルシェ」による健康増進
• まえばしIDを活用したPHRプラットフォーム

PHRの活用やゲノム解析等の
最先進医療サービスの提供を通じた

健康寿命の延伸

誰もが負荷なく医療・福祉にアクセスできる

• 電子処方箋及び宅配サービス
（オンデマンド交通、ドローン等）

• 福祉Mover
• SIBの介護分野導入
• 個別最適化された保険商品の提供

誰もがストレスなく生活できる
多様性・受容性のある社会の実現

• 交通需給マッチングAIによる
送迎配車システム等のオンデマンド交通の提供

• 自動運転バス、マイタク、シェアサイクルなど
多様な交通モードの提供とそのプラットフォーム
としてのMaaS実装

• 「ひと・うち・まち」の見守りサービス
• リアルタイム交通制御による交通ルート最適化
• 災害時の交通情報集約、道路状況データ
集約、市街地モニタリングポスト情報の集約

• 避難所のチェックイン、避難誘導指示の高度化

• 市民コミュニケーションプラットフォームの構築
• まえばしIDを活用したオンライン住民投票
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クリーンエネルギーとグリーン都市によるカーボンゼロ

• U-GREEN
• アーバンデザイン、グリーン＆リラックスの実現
• VPP（仮想発電所）と分散型グリッドの構築
• 脱炭素実現サービス
• LEED都市

再生可能エネルギーの活用や
みどりの価値の見える化で

緑の溢れるカーボンゼロの生活

12

オンライン行政手続き・顔認証決済でゆとりのある生活

• オンライン行政手続
• まえばしIDを活用したキャッシュレス決済
• まえばしIDを活用した給付・納付
• 顔認証による図書貸出
• スマートレシート
• 認証機能付きATM

全ての行政手続きのオンライン化や
キャッシュレスで心と時間に

ゆとりのある生活

11

アート・音楽によりめぶき場を創る

• アートに触れる機会の拡大とアート人材の発掘
• 最先端技術のアート・音楽による知的好奇心の満足
• リアルメガアートイベント（アートバーゼル）実施
• eSportsのモータースポーツ版“eRacing”連携による

EVカート事業

規制緩和とデジタルを
最大限活用したアート・音楽に
触れ刺激にあふれた生活の実現

10

先端的サービスの一覧（4/8）先端的サービス

4



新たな規制・制度改革の提案
※主要な提案の概要のみ記載

提案名 規制・制改革を望む法令等 障壁となっている規制等の内容 規制・制度改革に向けた提案内容

オンライン
投票

公職選挙法
• 現行の公職選挙法では、「選挙人は投票所において、投票用紙に候補者１人の氏名を自書
して、投票箱に入れなければならない」とされており、紙投票が前提

• 投票立会人、投票所での投票、投票用紙の交付、自署・投函、開票立会人の有無に関する条件
緩和

電磁記録投票法
• 現行の電磁記録投票法では地方選挙に限り電子投票が行えるものの、インターネット回線につ
ながっていない電磁記録式投票機を設置して投票することになっており、オンライン投票を想定し
ていない。

• 電磁記録投票法を緩和し、インターネット接続下での電子投票が実施できるようにする
• まえばしIDとの連携に係る規制緩和 (投票時の本人担保)

学習指導要領に
とらわれない

カリキュラム編成
学校教育法

• 学校教育法の学習指導要領に基づかない授業を履修した場合には、単位認定されない。また
オンライン授業で認定可能な単位数に制限がある

• 教育課程で認められる特例は、特別支援、障害、長期欠席、日本語困難、不登校、学齢超
過に関わる児童生徒に限られている

• あらゆる人に対応できる包括的な「教育課程の特例制度」を作れるよう施行規則の追加（拡充）
を求める

• 単位数の上限を撤廃するとともに、この取扱いを高校生のみならず、全ての児童生徒に拡充する

まえばしmobile
通信網

無線設備規則
• まえばしmobile通信網が前提とするsXGP方式を利用した携帯通信サービスにおいて、基地局
の空中線電力が200mWに制限されており、広範囲かつ高効率なエリア設計を実現することが
困難となっている

• sXGP方式における基地局の空中線電力が200mWの許容値を、2Wの許容値へ変更する

令和2年総務省令第113号
（無線設備規則第14条）

• sXGP方式を利用した携帯通信サービスにおいて、基地局の利用場所が同一の構内、船舶、
航空機、列車に限定されており、屋外利用が認められていない

• sXGP方式の親機（基地局）において前橋市の人口密集地を中心にエリアカバレッジを確保するた
め、「同一の構内、船舶、航空機及び列車」以外の屋外においても利用できるように制限を緩和す
る

まえばしID
電子署名法 • 各種の法令において、本人確認や意志表示の方法として書面や対面等による方法しか認めら

れていない

• 電子署名法の認定を受けた電子証明書による電子署名が、犯罪収益移転防止法で定めているの
と同様に、様々な法律によって適切な本人確認の方法として認められるように、各種関連法律の規
制緩和

マイナンバー法 • 庁舎内で行っていた本人認証をモバイル端末で実現するための規制の緩和

1

25

4 3

1.まえばしID

3.まえばしmobile通信網

2.ファイナンス5.デジタルデバイド

4.プライバシー・セキュリティ

新たな仕組み

①マイナンバーカードの電子証明書(JPKI)、②スマホSIMに搭載される電子署名法の認定を受け
た電子証明書、③顔認証、の３つのトラストアンカーの組み合わせ/随時切り替えに基づく新た
なID(まえばしID)を創設

市のスーパーシティ構想における全ての事業がもたらすトータルの行政コスト削減効果を算定し、当
該効果に連動した報酬を民間事業者に支払う成果連動型民間委託契約を締結

誰一人取り残さない総合的なデジタルデバイド対策のため、「まえばしIDに基づく誰一人取り残さな
いサービスの提供」、「デジタルデバイドに対する基本的な支援」、「行政から市民に向けたソーシャ
ルアクセシビリティ確保」、「市民の行政に対するメンタルバリアの解消」といった4つの施策を実施

セキュアな高速度ネットワーク（プライベートLTE）の整備による高度なサービスの創出やローカ
ル５Gの構築によるスーパーシティに特化した付加価値の高いサービスを提供。将来的には５Gの
基盤整備を行うことで、携帯通信事業者やMVNO事業者に貸し出し（株）前橋めぶきグラン
ドが収益の一部とするビジネスモデルを構築

全ての取り組みにおいて高度なプライバシー・セキュリティの確保を徹底したうえでプライバシー・セ
キュリティに関する世界最高水準の先端知見をもったアドバイザーを登用し、上記の技術を実装

5

新たな規制・制度改革の提案、新たな仕組み（5/8）新たな規制改革・新たな取り組み
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健康診断
データ

アレルギーに
関する情報

受診
データ

その他行動
履歴データ

最適な緊急医療

市民一人一人それぞれの多様な可能性がめぶくためには

パーソナライズされたサービスが不可欠であり、そのためには社会に散在する個人のビッグ

データ(パーソナルデータ)を集め繋ぎ合わせる必要がある

まえばしIDは、スーパーシティならではの大胆な規制緩和、

世界的にもここにしかない技術的イノベーションにより、

未来社会の最重要インフラたる真の未来型IDを先行実現するものである。

• スマホさえあれば使える、スマホがなくても顔認証で
使える

• 利用できるサービス範囲に実務的にも制約が少ない

だが、パーソナルデータの利活用には、プライバシー侵害のリスクが伴う。

心のゆとりをもってすなわち安心してパーソナライズドサービスを利用できる

ようにするためには、絶対になりすましができない仕組みが不可欠であるかつ、「誰一人取り残

さない」社会のために、その仕組みは誰にとっても使いやすい「技術が人に寄り添う」UIをもった

ものでなければならない。

だが、現在社会に存在する様々なIDの仕組みはいずれも、単独ではそのような2030年

頃に実現される未来社会に相応しい未来型のIDとしては不十分である

マイナンバー
カード

顔認証
スマホアプリ
民間IDサービス

プライバシーを十分に確保しながらパーソナルデータを取り扱うことができる堅牢なID/認証の仕組みを作る

基本構想

基本4情報を含むため
実務上利用範囲に限界

スマホを所有して
いないと使えない

法的裏付けがない法的裏付けがない法的裏付けがある
(公的個人認証法)

100%の精度ではない

ソフトウェアであり、ハッキングリ
スクが高い

利便性

法的安定性

安全性
３つのトラストアンカーを組み合わせる
(場面に応じて使い分けることが可能)

各種法令の本人確認に関する規制を一斉緩和：
電子署名法電子証明書を、マイナンバーカードと
同等の本人確認/署名手段として位置づける

1 2

34

SIMカードへの
電子証明書搭載

前橋めぶくグラウンド構想を実現するために必要な、
「誰一人取り残さない」で「技術が人に寄り添う」「先端的」で「パーソナライズ」されたサービスの提供

Aさんの
データ
利活用

※近時も大手SNSでのプライバシー
/セキュリティの問題が顕在化

2021.3.19 メディア報道総務省がLINEを使った
行政サービスの運用を中止へ

• ハードウェアセキュリティモジュールないし
高精度顔認証を用い、ハッキングリスクがない

• 公的個人認証法や電子署名法の裏付けがあり、
推定効を含め、なりすましに伴う法的リスクを排除

Aさんのためのサービス Bさんのためのサービス

シンプルで誰でもどこでも使える、
あなただけの参加証

利便性

法的安定性

安全性

最適な緊急医療

Bさんの
データ
利活用

まえばしID（6/8）誰一人取り残さない、安全で安心な「まえばしID」

まえばしID



まえばし
mobile
通信網

 「誰一人取り残さない」で「誰もが安心して先端的サービスを活用できる」ために、全ての取組において高度なプライバシー・セキュリティの確保を徹底する

 具体策として、上述したセキュアなネットワークである「まえばしmobile通信網」の他に、「プライバシー影響評価（PIA）」・「秘密分散・秘密計算」・「クロスドメイン認可技術」等

の手法を組合せたセキュリティ対策を実施する

 セキュアな高速度ネットワーク（プライベートLTE）の整備を行うことで「デジタルデバイド対策」、「医療情報などレベルの高い個人情報の関係者の共有」、「地域の公共サービス
の向上」、「災害時においても切れにくい通信」、「地域産業の生産性向上」が可能となる。
※GIGAスクール（LTE端末）の通信料を削減することで持続可能なGIGAスクールを実現

 ローカル５Gを構築することで、自動運転などスーパーシティに特化した付加価値の高いサービス提供や更なる地域産業の生産性向上が実現将来は５G基盤整備を行い、携帯
通信事業者等に設備を貸し出すタワーカンパニーを設立し収益源とする。

GIGAスクール 自動運転バス

スマートファクトリ

プライバシー・セキュリティに関する世界最高水準の先端知見をもったアドバイザーを登用し、
未来社会に相応しいスマートシティのプライバシー・セキュリティに関するベストプラクティスを全国に先駆けて実装する

プライバシー・
セキュリティ

プライバシー影響評価(PIA) 秘密分散・秘密計算 クロスドメイン認可技術

• G20 Global Smart Cities Allianceが公表したPIAモデルポ
リシー 及び JIS X 9251プライバシー影響評価のためのガイドラ
イン(2020年1月公表)を参考にしつつ、全国に先駆けてスマー
トシティ領域のPIAに関するポリシーや詳細ガイドラインの策定
を進めます

• 特に「事前評価の方法(PIAを実施する範囲の決定方法)」・「評
価結果の公表の是非、公表の範囲・方法(公表する場合)」につ
いては、前橋市スーパーシティの実際の各種事業計画に照らして
先行的な研究に着手し、前橋市の市民の声もふまえつつ設計を
行う。

• 前橋市民が安心してデータを預けられるように、ISO/IEC 
19592-2に準拠した秘密分散方式を採用した高度なセキュリ
ティを担保したシステムを構築し、機微なデータを取り扱う際の運
用規定、ガイドラインを策定

• まえばしIDを活用した厳格な本人認証と秘密計算技術※を
組合せることによる、セキュアでプライバシーが保護された形で学
習データを分析し、パーソナライズされた自身の才能を見える化
※ 生データではなく暗号化したデータを分析アルゴリズムを用いて
計算ることで、個人情報に配慮した形での生データと同様の分析
を可能とする技術

まえばしIDを用いたパーソナルデータ連携基盤に、クロスドメイン認可
フレームワーク(※)を適用することにより、「①市民本位のアクセス制
御」と「②事業者間の容易なデータ連携」を可能にする。
※：「ブロックチェーン」と「User-Managed Access」を組み合
わせて柔軟なアクセス制御とセキュアなリソース共有を実現した認可
アーキテクチャ
①認可ポリシーを設定することで、データ共有先をコントロール可能
②自社サービスでは保有しないデータを認可基盤に問い合わせること
で連携可能

サービス概要

スマート農業

ニーズ カバレッジエリア例

ローカル
５G

パブリック
LTE (MVNO)

プライベート
LTE

・自動運転などスーパーシティ
利用に特化した付加価値の高い
サービス
・デジタルツインによる生産性の
向上（スマートファクトリ等）

・顔認証を活用した市民サービスの
多様化（高セキュリティ）
・市民向けサービス
・GIGAスクール
・LPWAを活用した生産性向上
（スマート農業など）

病院、商業施設、
交通、工場など

前橋市内の人口
密集地域

プライベートLTE
エリアのエリア以外

パブリック
LTEエリア
(MVNO)

ローカル
5Gエリア

プリベート
LTEエリア

前橋市外は
パブリック
LTEエリアで
利用

7

まえばしmobile通信網/プライバシー・セキュリティ（7/8）先端インフラ技術
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2020年10月21日 市民ワークショップ●
2020年10月28日 学生ワークショップ★
2020年10月30日 女性ワークショップ★
2020年11月~1月 マイナンバー活用方策アンケート
2021年1月 パブリックコメント

2020年12月19日
2021年1月27日~

シンポジウム★
PR動画の配信

2021年3月6-7日

2021年3月20日
2021年２～３月

オープンハウス形式
市民説明会●
上毛新聞社2面掲載
市民説明会●（17会場18回）
※最終回：市長説明

2019年12月12日 市民ワークショップ●
2019年12月19日 市民ワークショップ●
2020年9月30日 タウンミーティング★

市民ワークショップ

オンラインタウンミーティング

• 住民等の意向については上記実績をベースに引き続き市民とのコミュニケ―ションを通じてスーパーシティに対する理解を更に醸成し、市民の不安や期待に柔軟に応えていくことを想定
• 開催にあたっては、可能な限り幅広い市民に情報を届けるため、デジタルデバイドにも配慮し、オンラインとオフラインを併用し、一人ひとりがスーパーシティについて考える機会を提供し、技術が人に寄り添えるよう、パーソ

ナライズされたサービスを実現するため、多様な意見を吸収していく機会を創出

• タクシー車内のタブレットにマイナン

バーカードをタッチするだけで運賃

割適用

• 外出の目的である“通院”“買い

物”の支援

• 群馬県前橋市を対象に地域

データ資源を可視化・分析する

環境となるデジタルジオラマのプ

ロトタイプの開発に着手

• 救急車両から患者の高精細映

像や検査データ、マイナンバー

カードに紐づく情報を5G通信で

共有

これまで、30回の市民説明会、延べ10,000人以上の参加・視聴を超える市民との対話を通じて、様々な意見交換を実施

対話による展望

市民目線の課題・
未来の発見

機運醸成

理解促進

既に多くの分野でスーパーシティに関連する先端的な実証を実施

まえばし IDを基軸にした４つの施策で誰一人取り残さない総合的なデジタルバイド対策を展開予定

1. ７５歳以上の高齢者に対する”誰にでも優しいプッシュ型フォン”（スマ
ホ）無料提供

高齢者にむけた専用住民連携特化型スマートフォンの提供

2. コールセンターの導入

ATM監視センターと連携したコールセンターの導入によるユーザーの支援

3. ICTアドバイザー設置

高齢者等のICTに不慣れな方が持つ疑問点や課題に向けた支援

2 3 4

1 ITリテラシーが高くなくともパーソナライズされたサービスを利用可能な環境の構築本人認証に基づくパーソナライズされたサービスの提供

1. まえばしIDを活用した給付・納付の効率化

申請に必要な情報（世帯情報、口座情報）などをまえばしIDにより紐づけ簡便に申
請を行うと同時に迅速な給付を実現

2. アプリ通知による口座見守りサービス

顧客口座で異常検知された場合にアプリで高齢者及びご家族へ通知

1. 市民コミュニケーションプラットフォームの構築

官民連携による共通アプリで24時間政策形成の意思決定に参画できる仕組みを構築

2. まえばしIDを活用したオンライン住民投票

まえばしIDやブロックチェーン技術を活用し、投票所・立会人・開票作業不要な電子投
票システムを構築

まえばしIDに基づく
パーソナライズされたサービスの提供

デジタルデバイドに対する基本的な支援
行政から市民に向けた
ソーシャルアクセシビリティ確保

市民の行政に対するメンタルバリアの解消

住民意向の把握/先進的な実証/デジタルデバイド対策（8/8）市民との対話・実績・デジタルデバイド対策

● オフライン
★ オンライン


